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図 1に示すのは試料と音響レンズ,音波伝播媒体の位置関係および音波伝播状況である。レンズ中
心を通過する波動,縦波臨界角で入射する波動,横波臨界角で入射する波動は受信素子上で干渉す
るので, レンズ焦点を試料内部 (Z方向)に入れていくと図 2(鉄の Z―X画像例),図 3(鉄の V―Z
曲線)のような音波の伝播長の位相差による干渉縞が得られる.干渉縞周期△ zと臨界角θRとの関
係は

Az=
2(1-― cOSθR)

であり臨界角から音波照射部分の音速が求められる.

このことは,周波数を変化させても同じ効果が得られると考えれるので,音響レンズを z方向に移
動させる必要がなくなる.イ ンパルス波形または連続波をスペク トル解析することで音速を得る.
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